
2022/3/8

酪農体験・食育活動実施

地域住民ボランティアが食育発信者に
演劇活動では、年々地域住民の参加が増えています。
劇が持つ「作ることの充実度が高い」という特徴を
活かし、今後さらに地域住民の参加を募集し、より
大人数での公演を行うことを目指しています。それ
により食育を受信する人の数を増やすだけではなく、
自然に食育を発信する人の数を増やしていくことが
目標であり、それを地域住民の生きがい創出へつな
げることで、持続可能性を高める狙いがあります。

株式会社須藤牧場

地域の子供や大人たちと演じる
「命・食」にまつわる野外劇

牧場の中にある野外劇場で、年に１度野外劇を上演。
酪農家が自身の経験を生かした「命・食」にまつわ
る脚本を書き、地域の子供や大人たちと演じていま
す。そのユニークさから多くのメディアに取り上げ
られ、全国から来場いただいています。牛の一生や
酪農家の仕事を芸術的に伝えることで、より人々の
心に残る食育を目指しています。

酪農教育ファーム活動として体験の受け入れや食育
活動を行っており、全国の食育イベントにも参加し
ています。劇の来場者には、観劇後に酪農体験を実
施することで、より強く「命・食」への意識を高め
るよう工夫しています。

酪農家による酪農体験とオリジナル野外劇の上演で、
全ての人へ食と命の大切さを伝える

[ 千葉県：活動期間30年 ]

栄えある賞を賜り深謝申し上げます。支え
てくださった皆様、そして体験活動の継続
に不可欠でありました畜産業仲間、学校関
係者の方々のおかげです。今後とも生産現
場ならではの食育を考え精進してまいりま
す。

株式会社須藤牧場

野外劇場の様子

酪農体験の様子
牛って大きいな！

地域住民参加の野外劇場

教育関係者・事業者部門【農林漁業者等の部】 消費･安全局長賞
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劇の役者が酪農体験
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